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多
摩
川
二
丁
目
に
お
住
ま
い
で
、
作

家
の
坂
口
螢
火
（
本
名
、
坂
口
有
美
子
）

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

坂
口
さ
ん
は
、
一
九
八
七
年
、
多
摩

川
一
丁
目
生
ま
れ
。
大
田
区
立
矢
口
小

学
校
を
卒
業
後
、
川
崎
の
私
立
中
学
校
・

高
校
を
卒
業
。
大
学
で
は
、
東
洋
考
古

学
と
西
洋
文
化
史
を
専
攻
。
卒
業
後
は
、

横
浜
の
小
学
校
で
、
教
師
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

結
婚
を
機
に
、
多
摩
川
二
丁
目
に
住

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

現
在
は
、
休
職
中
で
、
作
家
活
動
と

子
育
て
に
専
念
し
て
い
ま
す
。 

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
螢
火
は
、
中
国
の
四

大
奇
書
か
ら
付
け
た
と
の
こ
と
で
す
。 

お
じ
い
様
が
、
時
代
劇
の
フ
ァ
ン
で
、

一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
、
歴
史
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
中
学
生
の

頃
に
は
、
論
文
を
書
い
て
、
先
生
に
見

せ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

教
師
と
し
て
働
く
う
ち
、
子
供
達
の

歴
史
離
れ
を
危
惧
し
て
、
少
し
で
も
多

く
の
人
に
、
歴
史
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
二
〇
二

一
年
、
デ
ビ
ュ
ー
作
の
「
忠
臣
蔵
よ
り

熱
を
込
め
て
」
を
出
版
し
ま
し
た
。
作

品
は
忠
臣
蔵
の
あ
ら
す
じ
を
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
で
綴
っ
た
も
の
で
、
講
談
調

の
語
り
口
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
熱
を
込
め
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

に
つ
い
て
は
、「
一
生
懸
命
、
一
心
不
乱
、

無
我
夢
中
―
最
近
こ
う
し
た
も
の
を
感

じ
な
い
の
で
あ
る
。
何
だ
か
妙
に
ニ
ヒ

ル
で
、
斜
に
構
え
て
い
て
、『
ど
う
せ
世

の
中
、
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
』
と

諦
め
て
い
る
。
そ
ん
な
人
間
ば
か
り
出

て
く
る
の
だ
。 

忠
臣
蔵
は
、
江
戸
時
代
の
、
実
際
に

あ
っ
た
事
件
の
物
語
で
あ
る
。
こ
の
中

に
登
場
す
る
人
々
は
、
と
に
か
く
熱
い
。

怒
る
こ
と
に
も
恨
む
こ
と
に
も
、
我
が

身
が
燃
え
上
が
る
ほ
ど
に
熱
い
。
昔
の

人
が
持
っ
て
い
た
『
熱
』
を
現
代
人
が

い
つ
の
間
に
か
失
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
生
き
る
喜
び
や
幸
福
を

感
じ
る
た
め
に
、
熱
は
常
に
持
っ
て
い

る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
」

と
、
あ
と
が
き
の
中
に
熱
く
書
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

二
〇
二
三
年
一
月
に
は
、「
曽
我
兄
弟

よ
り
熱
を
込
め
て
」
が
出
版
さ
れ
ま
す
。

「
熱
を
込
め
て
」
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
た

い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。 

義
経
・
山
中
鹿
之
介
等
の
構
想
も
お

あ
り
で
す
が
夢
は
、
太
平
記
の
執
筆
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

取
材
場
所
に
、
着
物
で
来
て
下
さ
っ

た
坂
口
さ
ん
。
普
段
は
、
着
物
で
過
ご

さ
れ
て
い
る
と
の
事
。
お
ば
あ
様
の
着

物
姿
を
見
て
い
て
、
着
物
好
き
に
な
ら

れ
た
よ
う
で
す
。「
夏
は
着
物
の
方
が
涼

し
い
で
す
よ
。
」
と
着
物
通
な
ら
で
は
の

言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
私
達
に
、
歴
史
の
大

切
さ
・
楽
し
さ
を
発
信
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。 

（
取
材 

原
・
山
田
・
髙
橋
委
員
） 

 

わ
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ま
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昭
和
三
一
年
一
〇
月
、
大
田
区
馬
込

で
郷
土
史
東
京
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

                        

     

創
刊
号
（
第
一
巻
第
一
号
、
定
価
八

〇
円
、
昭
和
三
一
年
一
〇
月
一
五
日
発

行
）
の
創
刊
の
辞
と
編
集
後
記
で
す
。 

              

           

第
二
巻
第
三
号
以
降 

創
刊
の
翌
年
（
昭
和
三
二
年
三
月
）

に
発
行
さ
れ
た
第
二
巻
第
三
号
で
は
、

観
光
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
向
け
に
紙
上
ガ

イ
ド
を
始
め
る
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
回
の
紙
上
ガ
イ
ド
は
京
浜
第
二

国
道
に
沿
っ
て
馬
込
、
馬
込
給
水
所
、

本
門
寺
、
呑
川
の
桜
、
胴
殻
様
、
新
田

義
興
の
遺
蹟
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。 

第
二
回
（
第
二
巻
第
四
号
）
は
中
原

街
道
に
沿
っ
て
、
平
塚
橋
、
調
布
、
丸

子
橋
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。 

第
三
回
（
第
二
巻
第
五
号
）
か
ら
、

旧
東
海
道
に
沿
っ
て
、
品
川
、
本
陣

跡
、
南
品
川
、
品
川
寺
、
鈴
ヶ
森
、
第

四
回
（
第
二
巻
第
六
号
）
は
品
川
神

社
、
東
海
寺
、
海
晏
寺
、
磐
井
神
社
、

平
和
島
、
大
森
、
第
五
回
（
第
二
巻
第

七
号
）
は
魚
市
場
、
学
校
裏
、
梅
屋

敷
、
夫
婦
橋
、
六
郷
神
社
、
六
郷
橋
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。 

第
六
回
（
第
二
巻
第
八
号
）
は
平
間

街
道
沿
い
の
大
森
貝
塚
、
鎧
掛
の
松
、

荒
蘭
崎
、
桃
雲
寺
跡
、
六
人
衆
、
善
慶

寺
、
熊
野
神
社
に
春
日
神
社
、
あ
け
ぼ

の
楼
址
、
本
門
寺
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。 

第
七
回
以
降
は
他
区
の
紹
介
に
な
り

ま
す
の
で
、
本
紙
で
ご
紹
介
す
る
の
は

こ
こ
ま
で
と
し
ま
す
。 

そ
れ
で
は
第
一
回
の
紙
上
ガ
イ
ド
を

左
ペ
ー
ジ
で
写
真
と
そ
の
説
明
に
よ
り

行
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
取
材 

大
良
委
員
） 

                                 

郷
土
史
東
京 

六
五
年
前
、
郷
土
史
家
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か 

創
刊
の
辞
（
創
刊
号
） 

最
近
郷
土
史
研
究
熱
が
非
常

な
勢
い
で
お
こ
り
、
あ
る
地
区

で
は
学
童
の
熱
心
な
研
究
に
社

会
科
の
先
生
が
「
こ
れ
か
ら
は

郷
土
の
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば

先
生
は
つ
と
ま
ら
ん
」
と
悲
鳴

を
あ
げ
て
い
る
所
さ
え
あ
る
と

言
わ
れ
、
ま
た
あ
る
地
区
で
は

区
内
の
文
化
人
と
言
わ
れ
る
人

た
ち
が
年
配
の
町
の
郷
土
史
研

究
家
の
存
命
中
に
少
し
で
も
多

く
の
記
録
を
と
っ
て
お
き
た
い

と
焦
っ
て
い
う
所
も
あ
り
ま

す
。 こ

う
し
た
と
き
、
わ
が
大
東

京
に
は
ま
だ
郷
土
史
研
究
の
雑

誌
が
な
く
、
各
区
及
び
都
下
の

横
の
連
携
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
そ
う
し
た
指
名
を
果
た
す

た
め
に
本
誌
が
生
ま
れ
た
次
第

で
す
。 

（
以
下
略
） 

編
集
後
記
（
創
刊
号
） 

大
き
な
理
想
を
も
っ
て
出
発

し
ま
し
た
が
、
一
番
苦
心
し
た

の
は
読
者
層
を
ど
こ
へ
お
く
か

と
い
う
こ
と
で
す
。 

区
ご
と
に
自
分
の
区
内
を
鋭

く
研
究
し
て
い
る
人
達
の
み
を

対
象
に
致
し
ま
す
と
、
そ
の
読

物
の
多
く
は
他
の
区
の
人
々
に

は
興
味
が
な
く
、
そ
う
か
と
い

っ
て
大
新
聞
の
連
載
読
物
的
に

興
味
本
位
に
致
し
ま
す
と
、
よ

り
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る
区
ま

た
は
町
の
研
究
家
に
は
も
の
足

ら
ず
、
学
童
の
研
究
家
も
無
視

で
き
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
た
悩
み
を
で
き
る
だ

け
解
決
す
る
つ
も
り
で
編
集
し

た
の
で
す
が
、
結
果
は
や
や
安

易
に
走
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
お
り
ま
す
。 

（
以
下
略
） 

編
集
後
記 （

第
二
巻
第
三
号
） 

俳
句
の
「
み
ず
ぬ
る
む
」
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
神
社
仏
閣

に
、
郊
外
に
と
郷
土
史
探
索
に

出
か
け
る
に
は
好
適
の
時
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
と

き
本
誌
が
観
光
バ
ス
会
社
の
ガ

イ
ド
の
方
々
の
参
考
に
な
る
と

い
う
の
で
、
そ
う
し
た
方
面
か

ら
の
申
込
が
思
っ
た
よ
り
多
い

の
で
本
号
か
ら
一
般
欄
を
利
用

し
て
ガ
イ
ド
の
方
々
の
た
め
に

「
紙
上
ガ
イ
ド
」
と
も
い
う
べ

き
も
の
を
試
み
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。 

今
回
は
最
初
の
こ
と
で
も
あ

り
本
誌
の
編
集
責
任
者
で
あ
る

窪
田
明
治
氏
に
お
願
い
い
た
し

ま
し
た
が
、
次
号
か
ら
各
区
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
動
員
し
て
書

い
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
お
り

ま
す
。 

郷
土
史
研
究
家
に
と
っ
て
は

一
般
欄
が
邪
魔
に
な
る
よ
う
で

す
が
、
郷
土
史
研
究
は
す
べ
て

の
人
に
開
放
す
べ
き
も
の
で
す

か
ら
、
こ
う
し
た
欄
の
育
成
に

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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どちらも新田義興の

遺蹟です。正平 13

年 10 月 10 日に矢

口渡で謀殺された義

興を祀る新田神社と

その従者たちを祀る

十寄神社は彼らの無

念の思いを現代まで

伝えています。 

呑川の桜 

↑

五

反

田    

 

 

 

 

 

 

印

第

二

京

浜

国

道 

 

 

 

 

多

摩

川 

↓ 

吞川 

 

東急北千束駅

は開業当初は

池月駅でした 

 

千束八幡神社に源頼朝が宿営

した際に池に映る月のような

逞しい野生馬が現れ名馬池月

となります。本殿横に絵馬、

境内に像があります。 

馬込駅 

磨墨塚 名馬磨墨がこの地の産であったともこの地で死んだ

とも伝承されており明治 33 年に馬込村の人々により碑が立

てられました。（南馬込 3-18-21） 

池上本門寺 弘安 5 年（1282）日蓮が生涯最後の 20 数

日間を過ごした池上家の背後の山が起源。日蓮が没し池上

宗仲は法華経の字数（69384 字）と同じ 69384 坪を寄

進して池上本門寺と呼ばれるようになりました。多くの文

化財を擁し多くの有名人も眠っています。（池上 1-1-1）。 

 

馬込給水所 

 

池上本門寺 

今回は第１

回の京浜第

二国道を取

り上げます 
大塚春嶺 『宇治川先陣争

図』（高松市歴史資料館）手

前が佐々木高綱と生食（池

月）。奥は梶原景季と磨墨

（するすみ）。両名馬が馬込

にいたと言われています。 

 

呑川の桜 右の

写真は日蓮橋近

くの桜です。日

蓮上人入滅日に

万山の諸木の花

が一時に開いた

という伝説にち

なんで三間ごと

に桜を二千本植

えたのが始まり

です。 

明治元年（1868 年）西軍が本陣とした本門寺に忍び込んだ彰

義隊士の渡辺健蔵は捉えられ霊山橋で首斬され首だけ鈴ヶ森に

さらされました。鈴ヶ森刑場跡に建つ大経寺（品川区南大井

2-5-6）には勇猛院日健と法号が刻まれた首塚（お首様）があ

り拝むと首から上の病に効き、胴体は馬頭観音堂（池上 3-

20-4）に不敵士之墓として葬られ胴殻様（どんがらさま）と

呼ばれます。こちらは首から下の病に効くそうです。（左が同

柄様で右がお首様） 

  

胴殻様 

馬頭観音堂内 
 

新田神社 

十寄神社 

西馬込駅 

馬込給水所 多摩川浄水場、長沢浄水場より水を引き大田・

品川区に配水している。南側が第一給水塔で昭和 26 年完

成。北側の第二給水塔は昭和 29 年完成。高さ 28ｍ、直径

32ｍ。（西馬込 2-15-6）完成時には東洋一の規模でした。 

蒲田西地区はこのあたりです。「全部他の地区

なの？」ってがっかりしないでください。す

てきな地域に囲まれて幸せじゃないですか！ 

矢口 1-21-23 

矢口 2-17-28 
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大
田
区
に
は
、
二
十
六
の
国
登
録
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
が
あ
り
ま
す
。

東
矢
口
一
丁
目
に
鳥
海
家
住
宅
主
屋
が

あ
り
２
０
０
２
年
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

蓮
沼
駅
近
く
の
閑
静
な
住
宅
街
に
立
派

な
構
え
の
家
が
鳥
海
家
で
す
。 

 

地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
建
物
、
時

代
の
特
色
を
よ
く
表
し
て
い
る
建
物
、

再
び
造
る
こ
と
が
出
来
な
い
建
物
、
貴

重
な
文
化
財
で
す
。
こ
の
国
登
録
有
形

文
化
財
建
造
物
を
守
り
、
地
域
の
資
産

と
し
て
活
か
す
た
め
の
制
度
「
文
化
財

登
録
制
度
」
が
平
成
八
年
に
誕
生
し
ま

し
た
。 

登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
は
、
五
十

年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物
の
う
ち
、

一
定
の
評
価
を
得
た
建
造
物
を
、
文
化

財
と
し
て
登
録
し
、
届
出
制
と
い
う
規

制
を
通
し
て
保
存
が
図
ら
れ
、
活
用
が

促
さ
れ
て
い
ま
す
。 

         

鳥
海
家
は
、
築
八
十
五
年
た
ち
、
主

要
部
分
の
増
改
築
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
戦
前
の
部
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
さ
れ
、
当
時
の
建
築
技
法
が
残

っ
て
お
り
表
現
す
る
こ
と
が
容
易
で
な

い
点
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

庭
に
面
し
た
部
屋
が
客
間
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
部
屋
が
「
ふ
で
ぶ
書
道
教 

室
」
で
す
。
鳥
海
さ
ん
は
か
ま
に
し
17

第
83
号
で
紹
介
し
た
光
荘
会
の
師
範

で
子
供
の
頃
か
ら
同
会
で
習
っ
て
い
た
。

同
会
は
昭
和
３
年
、
岡
田
光
荘
が
蒲
田

で
開
い
た
の
が
は
じ
ま
り
。
な
お
、
岡

田
氏
は
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
。 

書
道
教
室
に
使
わ
れ
る
部
屋
で
、
近

作
書
道
展
に
お
邪
魔
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

室
内
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

引
き
戸
の
玄
関
を
開
け
る
と
、
大
き

な
長
方
形
の
上
り
框
の
石
が
置
い
て
あ

り
、
た
た
み
敷
の
三
畳
間
、
そ
の
奥
に

は
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
襖
、
襖
を
開
け

る
と
、
床
の
間
付
の
十
畳
間
が
二
部
屋

横
に
つ
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
鴨
居
か
ら 

         

天
井
ま
で
長
く
、
天
井
が
高
い
作
り
で

す
。
二
間
続
き
の
十
畳
間
が
、
近
作
書

道
展
の
会
場
で
す
。白
い
紙
、墨
の
黒
、

古
民
家
で
の
作
品
展
、
味
わ
い
の
あ
る

会
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

広
く
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
た
庭
に
は
、

一
年
中
鳥
の
声
が
絶
え
な
い
の
で
、「
鳥

を
観
る
会
な
ど
や
り
た
い
で
す
ね
。」と

当
主
の
鳥
海
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
ご
苦
労
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
、
鳥
海
家
の
歴
史
的
景

観
の
保
存
が
図
ら
れ
、
益
々
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

（
取
材 

佐
藤
・
北
村
委
員
） 

     

矢
口
消
防
署
で
は
、
令
和
４
年
８
月

１
９
日
（
金
）
を
も
っ
て
、
火
災
に
よ

る
死
者
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
を
達
成
し
、

消
防
総
監
か
ら「
矢
口
防
火
防
災
協
会
」

「
矢
口
防
火
管
理
協
会
」「
矢
口
火
災
予

防
研
究
会
」
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、「
矢
口
消
防
団
」
に
対
し
て
は
表

彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
消
防
団
、
町
会
・

自
治
会
、
協
働
団
体
、
事
業
所
な
ど
地

域
の
皆
様
の
長
年
に
渡
る
防
火
防
災
の

取
組
み
の
成
果
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

来
年
に
は
矢
口
消
防
署
と
矢
口
消
防

団
が
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
ず
は

５
０
周
年
の
節
目
ま
で
火
災
に
よ
る
死

者
ゼ
ロ
の
継
続
を
目
指
し
て
、
今
後
も

地
域
の
皆
様
と
強
固
な
信
頼
関
係
を
築

き
あ
げ
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
矢
口
消
防
署
） 

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 32,224人 

女 29,864人 

計 62,088人 

世帯 36,557世帯 

令和４年 11月１日現在 

ご
存
知
で
す
か
？ 

 
 

古
民
家 

鳥
海
家 

鳥海家の外観 

鳥海家の庭 

火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ 

２
０
０
０
日
を
達
成
！ 

20
周
年
記
念
号
発
行
の
お
知
ら
せ 

「
か
ま
に
し
17
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
か
ま

に
し
17
は
、
昨
年
度
を
も
ち
ま
し
て
発

刊
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
20
周
年
を

記
念
し
て
、
記
念
号
の
発
行
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年
に
発
行
し
た
、

10
周
年
記
念
号
以
降
の
記
事
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 


